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公益財団法人 日本教育公務員弘済会沖縄支部の５大事業

公益財団法人 日本教育公務員弘済会
　公益財団法人 日本教育公務員弘済会（略称：日教弘）は、

都道府県を含む総称を「教弘」としていることから、アルファベ

ットの「K」がそのイニシャルです。

　「K」を中心とした楕円形は、日教弘本部・支部が一致団結し

て事業推進していることを象徴しています。左半円の８本の線は

日教弘の８ブロックを、全体のイメージは、将来への飛躍を展

望したものです。

沖縄県の教育振興のため 公益事業、教職員の福祉の充実へ



❶ 奨学事業

❷ 教育研究助成事業

【公益財団法人 日本教育公務員弘済会 沖縄支部事業】
　公益財団法人 日本教育公務員弘済会沖縄支部は、「教育の振興」と「教職員の福祉向上」を目的として
下記の事業を展開しております。平成24年4月1日より公益財団法人 日本教育公務員弘済会として新た
に出発しました。今後とも皆様の期待に応えるため事業の充実発展に努めて参ります。

①貸与奨学金

有為の人材を育成するため、大学等に学ぶ学生・生徒に無利息で奨学金を貸与。

※ 平成23年度実績　51名　36,600,000万円　累計 4,157名　金額 2,034,350,000円

②給付奨学金

　県内の高等学校に在学し、学校長の推薦を受けた生徒を対象に、返還義務を必要としない奨学金を給付。

※ 平成23年度実績　262名　13,100,000 円 （一校から3 名：一人 50,000円）累計 1,603名　金額 80,150,000円

③義援給付奨学生

東日本大震災時に岩手県・宮城県・福島県に在住されていた方でやむなく避難生活しながら沖縄県内の学校に転入

学している小・中・高・特別支援の児童・生徒に対する給付。（平成26年度まで継続実施）

※ 平成23年度実績　75名　750,000 円 （一人：10,000 円）

◎教育に関する特に有益な研究・活動をなし、教育の向上発展に寄与すると認められる
　団体・学校等への助成

平成23年実績

① 学校研究助成　19校　2,800,000円
№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

　　 助成校

城辺小学校

平良第一小学校

平真小学校

牧港小学校

久辺小学校

北玉小学校

浜川小学校

城東小学校

南風原小学校

具志川小学校

真壁小学校

清水小学校

古蔵中学校

豊見城中学校

伊良部中学校

石嶺中学校

陽明高等学校

与勝緑が丘中・高

那覇特別支援学校

　　 合 計

　学校長

儀間　裕芳

与那覇　止

黒島　一哉

長嶺　竹美

富田　尚

山内たづみ

諸見　成明

兼城　賢悟

本仲　範男

嘉手苅弘美

新垣　忠是

高良　政幸

上地　幸市

宮城　調仁

平良　善信

屋部　文幹

知名　孝一

大城　進

東風平朝淳

助成金　

100,000 円

100,000 円

200,000 円

100,000 円

200,000 円

200,000 円

200,000 円

100,000 円

200,000 円

200,000 円

100,000 円

100,000 円

200,000 円

100,000 円

100,000 円

100,000 円

100,000 円

200,000 円

200,000 円

2,800,000 円

    研 究 テ ー マ

学びを生かす子どもの育成

児童が積極的に参加する外国語活動の授業づくり

学びの土台を身につけさせ、自他を高めようとする児童生徒の育成

幼少のなめらかふなぎをめざして

地域の特性を活かした特色ある学校づくり

自他の生命を大切にし、自己のよりよい生き方について考えを深める道徳

生徒指導の機能を生かした授業の構築

児童の心に響く道徳的価値の自覚を深める授業づくり

自ら学び、主体的に活動する児童生徒の育成

主体的に学習する子の育成

相手の話をしっかり聞き取り、自分の思いや考えを表現できる児童の育成

楽しく運動に取り組み、互いに学び合う体育学習

地震津波被害に係る危険区域に在する学校における避難計画の策定

「成功への達人」を育成するための取組

自ら学ぶ意欲や態度をはぐくむ指導工夫・改善

「生きる力」を育む学校づくり

総合学科の課題解決に向けた取り組み

中高一貫教育校の特色を活かした基礎学力の向上

肢体不自由特別支援学校における重度重複障害児へのスイッチ教材を活用した自立活動の工夫

② 教育研究団体助成　22団体　9,836,000円
№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

　　　　　団　　体　　名

沖縄県小学校長会

沖縄県中学校長会

沖縄県高等学校長協会

沖縄県特別支援学校長会

沖縄県公立小中学校教頭会

沖縄県高等学校教頭・副校長会

沖縄県特別支援学校教頭会

沖縄県立学校事務長会

沖縄県立特別支援学校等事務長会

沖縄県公立小中学校事務職員協会

沖縄県立学校事務職員協会

沖縄県教職員組合

沖縄県教職員組合国頭支部

沖縄県教職員組合中頭支部

沖縄県教職員組合那覇支部

沖縄県教職員組合島尻支部

沖縄県教職員組合宮古支部

沖縄県教職員組合八重山支部

沖縄県高等学校障害児学校教職員組合

沖縄県へき地教育連盟

沖縄県中学校文化連盟

沖縄県高等学校国語教育研究会

　　　　　　合　　　　計

助成金　　

390,000 円

390,000 円

390,000 円

316,000 円

389,000 円

320,000 円

320,000 円

320,000 円

30,000 円

389,000 円

320,000 円

1,250,000 円

528,000 円

655,000 円

650,000 円

570,000 円

570,000 円

570,000 円

1,330,0000 円

19,000 円

50,000 円

70,000 円

9,836,000 円

豊見城中学校学校助成金 10万円

伊良部中学校学校助成金 10万円

朝の挨拶運動 （豊見城中学校）

団体助成金目録贈呈

団体助成金目録贈呈：沖縄県立学校事務職員協会

❷ ─ きょうこう通信 きょうこう通信 ─ ❸

成果報告

①各教師が単元を指導するに当たって、単元を通して身につけさせたい力

を明確にし、授業を進めながら、生徒に『学びの五感』を味わせるような

指導過程を工夫することで、生徒自ら学ぶ意欲や態度の育成を図る事が

できた。

②『学習の三原則』（学習用具の準備、聴く態度、家庭学習）を学校全体で

指導するとともに授業と関連した家庭学習に主体的に取り組ませること

で、生徒の主体的に学ぶ意欲や態度が培われつつある。

成果報告

①生徒が、他の人々から称賛されることを日々の普通の活動として行う。

（『豊見城中ブランド』）

②560名余りの生徒が県退職校長会より『善行賞』として表彰される。 

③他の人の為になる活動を毎日続けることで、「成功の達人への道」を歩

み続ける

テーマ：「成功への達人」を育成するための取組
～毎朝の生徒会・部活動等による朝の清掃活動・挨拶運動～

テーマ：自ら学ぶ意欲や態度をはぐくむ指導工夫・改善
～学びの五感（必要感、期待感、充実感、受容感、達成感）
を高める指導過程の改善・充実を図る取組をとおして～



❶ 奨学事業

❷ 教育研究助成事業

【公益財団法人 日本教育公務員弘済会 沖縄支部事業】
　公益財団法人 日本教育公務員弘済会沖縄支部は、「教育の振興」と「教職員の福祉向上」を目的として
下記の事業を展開しております。平成24年4月1日より公益財団法人 日本教育公務員弘済会として新た
に出発しました。今後とも皆様の期待に応えるため事業の充実発展に努めて参ります。

①貸与奨学金

有為の人材を育成するため、大学等に学ぶ学生・生徒に無利息で奨学金を貸与。

※ 平成23年度実績　51名　36,600,000万円　累計 4,157名　金額 2,034,350,000円

②給付奨学金

　県内の高等学校に在学し、学校長の推薦を受けた生徒を対象に、返還義務を必要としない奨学金を給付。

※ 平成23年度実績　262名　13,100,000 円 （一校から3 名：一人 50,000円）累計 1,603名　金額 80,150,000円

③義援給付奨学生

東日本大震災時に岩手県・宮城県・福島県に在住されていた方でやむなく避難生活しながら沖縄県内の学校に転入

学している小・中・高・特別支援の児童・生徒に対する給付。（平成26年度まで継続実施）

※ 平成23年度実績　75名　750,000 円 （一人：10,000 円）

◎教育に関する特に有益な研究・活動をなし、教育の向上発展に寄与すると認められる
　団体・学校等への助成

平成23年実績

① 学校研究助成　19校　2,800,000円
№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

　　 助成校

城辺小学校

平良第一小学校

平真小学校

牧港小学校

久辺小学校

北玉小学校

浜川小学校

城東小学校

南風原小学校

具志川小学校

真壁小学校

清水小学校

古蔵中学校

豊見城中学校

伊良部中学校

石嶺中学校

陽明高等学校

与勝緑が丘中・高

那覇特別支援学校

　　 合 計

　学校長

儀間　裕芳

与那覇　止

黒島　一哉

長嶺　竹美

富田　尚

山内たづみ

諸見　成明

兼城　賢悟

本仲　範男

嘉手苅弘美

新垣　忠是

高良　政幸

上地　幸市

宮城　調仁

平良　善信

屋部　文幹

知名　孝一

大城　進

東風平朝淳

助成金　

100,000 円

100,000 円

200,000 円

100,000 円

200,000 円

200,000 円

200,000 円

100,000 円

200,000 円

200,000 円

100,000 円

100,000 円

200,000 円

100,000 円

100,000 円

100,000 円

100,000 円

200,000 円

200,000 円

2,800,000 円
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自他の生命を大切にし、自己のよりよい生き方について考えを深める道徳

生徒指導の機能を生かした授業の構築

児童の心に響く道徳的価値の自覚を深める授業づくり

自ら学び、主体的に活動する児童生徒の育成

主体的に学習する子の育成

相手の話をしっかり聞き取り、自分の思いや考えを表現できる児童の育成

楽しく運動に取り組み、互いに学び合う体育学習

地震津波被害に係る危険区域に在する学校における避難計画の策定

「成功への達人」を育成するための取組

自ら学ぶ意欲や態度をはぐくむ指導工夫・改善

「生きる力」を育む学校づくり

総合学科の課題解決に向けた取り組み

中高一貫教育校の特色を活かした基礎学力の向上
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② 教育研究団体助成　22団体　9,836,000円
№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

　　　　　団　　体　　名

沖縄県小学校長会

沖縄県中学校長会

沖縄県高等学校長協会

沖縄県特別支援学校長会

沖縄県公立小中学校教頭会

沖縄県高等学校教頭・副校長会

沖縄県特別支援学校教頭会

沖縄県立学校事務長会

沖縄県立特別支援学校等事務長会

沖縄県公立小中学校事務職員協会

沖縄県立学校事務職員協会

沖縄県教職員組合

沖縄県教職員組合国頭支部

沖縄県教職員組合中頭支部

沖縄県教職員組合那覇支部

沖縄県教職員組合島尻支部

沖縄県教職員組合宮古支部

沖縄県教職員組合八重山支部

沖縄県高等学校障害児学校教職員組合

沖縄県へき地教育連盟

沖縄県中学校文化連盟

沖縄県高等学校国語教育研究会

　　　　　　合　　　　計

助成金　　

390,000 円

390,000 円

390,000 円

316,000 円

389,000 円

320,000 円

320,000 円

320,000 円

30,000 円

389,000 円

320,000 円

1,250,000 円

528,000 円

655,000 円

650,000 円

570,000 円

570,000 円

570,000 円

1,330,0000 円

19,000 円

50,000 円

70,000 円

9,836,000 円

豊見城中学校学校助成金 10万円

伊良部中学校学校助成金 10万円

朝の挨拶運動 （豊見城中学校）

団体助成金目録贈呈

団体助成金目録贈呈：沖縄県立学校事務職員協会

❷ ─ きょうこう通信 きょうこう通信 ─ ❸
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③ 研究大会助成（全国・九州ブロック大会） 500,000 円

④ 第19回教育実践研究論文 （個人・グループの部）入賞者

最優秀賞（２編） 研究助成金（個人15万円・共同20万円）

優秀賞（６編） 研究助成金（個人10万円・共同15万円）

❹ ─ きょうこう通信 きょうこう通信 ─ ❺

教育研究団体の全国大会・九州大会を沖縄県で開催する場合の大会助成

№

1

2

3

4

5

6

 　　団　　体　　名

全国工業高等学校長協会第59回沖縄大会

全国英語科・国際科高等学校長秋季総会

第62 回全国高等学校定時制通信制教頭会

全国高等学校長協会家庭部会

九州地区英語教育研究大会（九英連）

九州地区病弱虚弱教育研究連盟沖縄大会

　　　　　　合　　　　計

助　成　金

100,000 円

100,000 円

100,000 円

100,000 円

50,000 円

50,000 円

500,000 円

備　考 

全国大会

全国大会

全国大会

全国大会

九州大会

九州大会

№

1

2

　学　校　名

那覇国際高等学校

与勝緑が丘中学校

　職名・氏名

教諭　大城伸明

教諭　伊波寿光

  　研 究 テ ー マ

地域の生物資源を活用した事業の工夫

数学的な見方・考え方を育てる継続したイメージ指導

優良賞（21編）研究助成金（個人７万円・共同10万円）
№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

　学　校　名

ひらくぼ幼稚園

宜野座小学校

屋良小学校

西原東小学校

開南小学校

真嘉比小学校

石嶺小学校

真地小学校

神森小学校

上田小学校

伊野田小学校

久部良小学校

東江小学校

寄宮小学校

松島中学校

琉球大学教育学部付属中学校

与勝高等学校

首里高等学校

向陽高等学校

名護特別支援学校

泡瀬特別支援学校

　 職名・氏名

教諭　黒川 庶

　　　知念あかね

教諭　新城雄二郎

教諭　稲嶺 保

教諭　片桐 功

教諭　新井 武生

教諭　松川 好孝

教諭　新垣 功

教諭　大城 香織

教諭　玉村かおり

教諭　諸見田 弘

養護教諭　伊藤あつ子

教諭　平山由紀子

　　　山内 久子

教諭　北島 幸三

教諭　又吉 弦貴

教諭　高良奈緒子

教諭　與儀 幸朝

教諭　大城美香子

教諭　伊良波 剛

教諭　太田 輝昭

教諭　玉城 啓

寄宿舎指導員

　　　屋比久 大樹

教諭　山口 飛

  　研 究 テ ー マ

極小規模園における幼少連携の取り組み

思考力・表現力を高める学び合いの充実

子ども同士の質疑応答で理解を深める歴史授業

「体験的な学習」の学習スパイラルを用いた人権教育の実践

算数下位の児童に対する、自ら学ぶ意欲を育てる指導の工夫

積極的にコミュニケーションを図る児童の育成

高機能自閉症と多動・衝動性を併せ持つ児童への指導

数学的な思考力・表現力を高める指導の工夫

Multiple Intel l igences 理論を取り入れ、実感を伴った理解を図る

理科学習

児童のメタ認知と学習行動・学習意欲の関係についての研究

性教育の充実を図るために ～保護者・教職員との連携を通して～

低学年における食に関する指導の工夫

ITC を活用し学習につまづきのある生徒集団の学力を向上させる工夫

道徳的判断力を高める道徳事業の工夫・取り組み

特別な支援を要する生徒への対応に視点をおいた授業展開の工夫

医薬品の正しい使用における活用する力を育む授業実践

「キャリア教育」の一環としての音楽科教育

「つなぐ」ことを意識した「生命倫理」の授業開発

言語活動（小論文）を通じて「思考力・判断力・表現力」を育成

特別支援学校寄宿舎における性教育の取り組み

四肢に緊張のある児童を対象としたセルフ・エフィカシーの向上に

関する実践的研究

№

1

2

3

4

5

6

　学　校　名

津堅幼稚園

喜如嘉小学校

平良第一小学校

大浜小学校

南部工業高等学校

鏡が丘特別支援学校

　職名・氏名

教諭 狩俣順也

教諭 山城春江

教諭 平良 優

教諭 大城亜美

教諭 金城 満

教諭 新城真佐江

　　 普久原皆斗

　　 赤嶺加奈江

  　研 究 テ ー マ

「共同して遊ぶ」場における幼児の「助け合う」力を育む援助の工夫

地域の自然に学び主体的に学習する児童の育成

読みを深める発問の工夫

自ら学ぶ意欲を育てる学習指導の工夫

映像メディアの「編集」をテレビＣＭから学ぶ

卒業後を見据えた重度重複障害生徒の

   コミュニケーション指導

表彰式：八汐荘ホール 入賞者には助成金と楯を贈呈

　本年度は、幼稚園２編、小学校21編、中学校７編、高等学校５編、特別支援学校３編の合計

38編の応募がありました。教職員のすぐれた教育実践研究論文を募集し、入賞論文は論文集

に収録して県内の各学校、教育関係団体、教育機関へ贈呈致します。

第19回教育実践研究論文 入賞者名
※特に優れた論文（最優秀賞）の中から（個人の部）1編、公益財団法人 日本教育公務員弘済会の日教弘教育賞へ支部推薦致します。学校部門については別途募集します。

平成23年度 第17回日教弘教育賞

日教弘本部教育団体研究助成金

「優秀賞」学校部門 （研究助成金 30万円）
　※沖縄市立北美小学校　校長 山田　稔
　研究主題：「確かな学力」の向上を図る創意ある学校づくり
　～キャリアプラン（OJT）の推進、学校ボランティアの活用を通して～

「奨励賞」個人部門 （研究助成金10万円）
　※沖縄県立辺土名高等学校 教諭 北村 崇明
　研究主題：「宮古島の湧水環境を利用した環境教育の実践」.
　～生物クラブの活動と授業実践を通して～

沖縄県から教育団体研究助成金決定
　団体名：「Team Win Win」（助成額 58万円）
　代表者名　仲嶺 香代様
活動・活動名
児童生徒の「夢実現の旅」を支援する
積極的な生徒指導のプログラムの開発

沖縄市立北美小学校　校長 山田　稔

（助成金の目録贈呈）



③ 研究大会助成（全国・九州ブロック大会） 500,000 円

④ 第19回教育実践研究論文 （個人・グループの部）入賞者

最優秀賞（２編） 研究助成金（個人15万円・共同20万円）

優秀賞（６編） 研究助成金（個人10万円・共同15万円）

❹ ─ きょうこう通信 きょうこう通信 ─ ❺

教育研究団体の全国大会・九州大会を沖縄県で開催する場合の大会助成

№

1

2

3

4

5

6

 　　団　　体　　名

全国工業高等学校長協会第59回沖縄大会

全国英語科・国際科高等学校長秋季総会

第62 回全国高等学校定時制通信制教頭会

全国高等学校長協会家庭部会

九州地区英語教育研究大会（九英連）

九州地区病弱虚弱教育研究連盟沖縄大会

　　　　　　合　　　　計

助　成　金

100,000 円

100,000 円

100,000 円

100,000 円

50,000 円

50,000 円

500,000 円

備　考 

全国大会

全国大会

全国大会

全国大会

九州大会

九州大会

№

1

2

　学　校　名

那覇国際高等学校

与勝緑が丘中学校

　職名・氏名

教諭　大城伸明

教諭　伊波寿光

  　研 究 テ ー マ

地域の生物資源を活用した事業の工夫

数学的な見方・考え方を育てる継続したイメージ指導

優良賞（21編）研究助成金（個人７万円・共同10万円）
№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

　学　校　名

ひらくぼ幼稚園

宜野座小学校

屋良小学校

西原東小学校

開南小学校

真嘉比小学校

石嶺小学校

真地小学校

神森小学校

上田小学校

伊野田小学校

久部良小学校

東江小学校

寄宮小学校

松島中学校

琉球大学教育学部付属中学校

与勝高等学校

首里高等学校

向陽高等学校

名護特別支援学校

泡瀬特別支援学校

　 職名・氏名

教諭　黒川 庶

　　　知念あかね

教諭　新城雄二郎

教諭　稲嶺 保

教諭　片桐 功

教諭　新井 武生

教諭　松川 好孝

教諭　新垣 功

教諭　大城 香織

教諭　玉村かおり

教諭　諸見田 弘

養護教諭　伊藤あつ子

教諭　平山由紀子

　　　山内 久子

教諭　北島 幸三

教諭　又吉 弦貴

教諭　高良奈緒子

教諭　與儀 幸朝

教諭　大城美香子

教諭　伊良波 剛

教諭　太田 輝昭

教諭　玉城 啓

寄宿舎指導員

　　　屋比久 大樹

教諭　山口 飛

  　研 究 テ ー マ

極小規模園における幼少連携の取り組み

思考力・表現力を高める学び合いの充実

子ども同士の質疑応答で理解を深める歴史授業

「体験的な学習」の学習スパイラルを用いた人権教育の実践

算数下位の児童に対する、自ら学ぶ意欲を育てる指導の工夫

積極的にコミュニケーションを図る児童の育成

高機能自閉症と多動・衝動性を併せ持つ児童への指導

数学的な思考力・表現力を高める指導の工夫

Multiple Intel l igences 理論を取り入れ、実感を伴った理解を図る

理科学習

児童のメタ認知と学習行動・学習意欲の関係についての研究

性教育の充実を図るために ～保護者・教職員との連携を通して～

低学年における食に関する指導の工夫

ITC を活用し学習につまづきのある生徒集団の学力を向上させる工夫

道徳的判断力を高める道徳事業の工夫・取り組み

特別な支援を要する生徒への対応に視点をおいた授業展開の工夫

医薬品の正しい使用における活用する力を育む授業実践

「キャリア教育」の一環としての音楽科教育

「つなぐ」ことを意識した「生命倫理」の授業開発

言語活動（小論文）を通じて「思考力・判断力・表現力」を育成

特別支援学校寄宿舎における性教育の取り組み

四肢に緊張のある児童を対象としたセルフ・エフィカシーの向上に

関する実践的研究

№

1

2

3

4

5

6

　学　校　名

津堅幼稚園

喜如嘉小学校

平良第一小学校

大浜小学校

南部工業高等学校

鏡が丘特別支援学校

　職名・氏名

教諭 狩俣順也

教諭 山城春江

教諭 平良 優

教諭 大城亜美

教諭 金城 満

教諭 新城真佐江

　　 普久原皆斗

　　 赤嶺加奈江

  　研 究 テ ー マ

「共同して遊ぶ」場における幼児の「助け合う」力を育む援助の工夫

地域の自然に学び主体的に学習する児童の育成

読みを深める発問の工夫

自ら学ぶ意欲を育てる学習指導の工夫

映像メディアの「編集」をテレビＣＭから学ぶ

卒業後を見据えた重度重複障害生徒の

   コミュニケーション指導

表彰式：八汐荘ホール 入賞者には助成金と楯を贈呈

　本年度は、幼稚園２編、小学校21編、中学校７編、高等学校５編、特別支援学校３編の合計

38編の応募がありました。教職員のすぐれた教育実践研究論文を募集し、入賞論文は論文集

に収録して県内の各学校、教育関係団体、教育機関へ贈呈致します。

第19回教育実践研究論文 入賞者名
※特に優れた論文（最優秀賞）の中から（個人の部）1編、公益財団法人 日本教育公務員弘済会の日教弘教育賞へ支部推薦致します。学校部門については別途募集します。

平成23年度 第17回日教弘教育賞

日教弘本部教育団体研究助成金

「優秀賞」学校部門 （研究助成金 30万円）
　※沖縄市立北美小学校　校長 山田　稔
　研究主題：「確かな学力」の向上を図る創意ある学校づくり
　～キャリアプラン（OJT）の推進、学校ボランティアの活用を通して～

「奨励賞」個人部門 （研究助成金10万円）
　※沖縄県立辺土名高等学校 教諭 北村 崇明
　研究主題：「宮古島の湧水環境を利用した環境教育の実践」.
　～生物クラブの活動と授業実践を通して～

沖縄県から教育団体研究助成金決定
　団体名：「Team Win Win」（助成額 58万円）
　代表者名　仲嶺 香代様
活動・活動名
児童生徒の「夢実現の旅」を支援する
積極的な生徒指導のプログラムの開発

沖縄市立北美小学校　校長 山田　稔

（助成金の目録贈呈）



❻ ─ きょうこう通信 きょうこう通信 ─ ❼

◎クラシックコンサート、いっこく堂講演会、文化講演会等、（社）沖縄県教職員共済会と

共催で実施しています。

❸ 教育文化事業

❺ 共済事業（提携保険事業）
日教弘会員だけが加入できる教職員総合扶助の精神に基づく教職員のための教弘保険です。

❹ 福祉事業

①宿泊補助　　　  2,212件　4,871,000円

②海外研修旅行補助　19件　  570,000円

③退職後２ヶ年間「人間ドック・脳ドック」の補助　322件　3,203,225円

④退職教職員の確定申告学習会、グラウンドゴルフ大会、囲碁大会、2,097,402円（沖教済退互部と共催）

⑤教弘保険退職後継続者へ教弘手帳の進呈

⑥教職員総合保険「教弘まなびやスーパープラン」、総合補償保険「教弘フルガード」の募集

⑦団体所得補償保険（教職員収入ロングウエイサポート）の募集

⑧「日教弘ライフサポート倶楽部」：会員・ご家族の皆様がご利用できます。

平成24年度から結婚祝金・出産祝金を新設し、会員の福祉事業充実に努めています。

日教弘の各種事業は教弘保険の契約者配当金を財源にしています。

ジブラルタ生命 沖縄エリア 各支部連絡先 
支部長名  郵便番号 住           所  電話番号  ＦＡＸ 

905-0021 
904-0004 
904-0004 
900-0006 
900-0006 
901-0241 
901-0241 
906-0012 
907-0013 

名護市東江5丁目11番1号 2Ｆ
沖縄市中央2丁目28番1号 コリンザビル3Ｆ  
沖縄市中央2丁目28番1号 コリンザビル3Ｆ 
那覇市おもろまち1-1-2 新都心センタービル5Ｆ
那覇市おもろまち1-1-2 新都心センタービル5Ｆ
豊見城市字豊見城1138 2Ｆ 
豊見城市字豊見城1138 2Ｆ 
宮古島市平良字西里391 2Ｆ 
石垣市浜崎町2-2-5 ジブラルタ八重山ビル2Ｆ

0980-53-3045
098-934-7998
098-921-3820
098-866-5408
098-866-5408
098-850-0969
098-850-0969
0980-75-4717
0980-83-1635

 

各種お問い合わせは、ジブラルタ生命コールセンターまで
教職員専用フリーダイヤル 0120-37-9419

お届けしましたのは 支部 です。

受付時間 
平日8：30～20：00 
土曜9：00～17：00 
（日・祝を除く）  

　日教弘の奨学事業、教育研究助成事業、教育文化事業を中心とした各種事業は、共済事業（提携保険事
業）として、ジブラルタ生命保険（株）との提携に基づき皆様にご案内しております教弘保険（注）の契約者
配当金により運営されています。
〈教弘保険（注）の契約者配当金が財源となっている事業〉
　１．青少年の健全な育成に資するため、有益な学生・生徒に対する奨学事業
　２．教育一般の特に有益な研究に対する助成事業
　３．教育・文化の振興に対する事業
　４．教職員の皆様の潤いのある生活を目指した各種福祉事業
※ 詳しくは、日教弘ホームページ（http://www.nikkyoko.or.jp）をご覧ください。
　また、加入申込書にも「教弘保険に関する重要説明事項」として記載してあります。
   （注）教弘保険：集団契約特約付勤労保険が含まれる保険種類

支 部 名
名 護
コ ザ 第 一
コ ザ 第 二
沖 縄 第 一
沖 縄 第 二
豊見城第一
豊見城第二
宮 古 島
八 重 山

多和田 真人
植 村 敏 子
山 内 高 志
中 山 忠 臣
薬 丸 圭 太
上 田 義 隆
金 城　　隆
下 川 至 生
堀 川 智 裕

「日教弘ガイダンスセンター」 
0120-371-969 
「日教弘ライフサポートクラブ」 
ホームページアドレス 
http://www.nikkyoko.net にお問い合わせ下さい。 

◎平成23年度実績 （10,741,627円）

◎平成23年度実績 （4,705,000 円）

①いっこく堂講演会（島尻地区：7 校）

　兼城中・西崎特別支援学校・高嶺中・島尻特別支援学校・具志頭中・久高小中・座間味小中

②クラシックコンサート（中頭地区：9 校）

　津堅小中・平敷屋小・比嘉小・南原小・具志川小・勝連小・平安座小中・与那城小・宮城中

③高良結香ブロードウェイナイトインオキナワ

公益財団法人 日本教育公務員弘済会ジブラルタ生命

教弘保険の加入と
保険金の支払い

各種の
公益事業

提　携

教職員の皆様と日教弘・ジブラルタ生命との関係

教職員の皆さま

助け合いの輪助け合いの輪

保険金・給付金等平成23年度実績

●若い時代から将来に備えての保証を　　●退職後の生活の充実に　　●病気に備えての医療保証を

23

4

1

596

329,003,315円

56,943,381円

3,302,169円

65,324,355円

区　　分
件数 金額

平成23年度

死亡保険金

高度障害給付金

障害給付金

入院給付金

0980-52-2517 
098-939-8224 
098-938-7009 
098-860-1271 
098-860-1271 
098-850-0805 
098-850-0998 
0980-72-1766 
0980-82-2733 

（注）新教弘終身保険、新教弘医療保険、新教弘介護保険からは配当金は発生しません
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◎クラシックコンサート、いっこく堂講演会、文化講演会等、（社）沖縄県教職員共済会と

共催で実施しています。

❸ 教育文化事業

❺ 共済事業（提携保険事業）
日教弘会員だけが加入できる教職員総合扶助の精神に基づく教職員のための教弘保険です。

❹ 福祉事業

①宿泊補助　　　  2,212件　4,871,000円

②海外研修旅行補助　19件　  570,000円

③退職後２ヶ年間「人間ドック・脳ドック」の補助　322件　3,203,225円

④退職教職員の確定申告学習会、グラウンドゴルフ大会、囲碁大会、2,097,402円（沖教済退互部と共催）

⑤教弘保険退職後継続者へ教弘手帳の進呈

⑥教職員総合保険「教弘まなびやスーパープラン」、総合補償保険「教弘フルガード」の募集

⑦団体所得補償保険（教職員収入ロングウエイサポート）の募集

⑧「日教弘ライフサポート倶楽部」：会員・ご家族の皆様がご利用できます。

平成24年度から結婚祝金・出産祝金を新設し、会員の福祉事業充実に努めています。

日教弘の各種事業は教弘保険の契約者配当金を財源にしています。

ジブラルタ生命 沖縄エリア 各支部連絡先 
支部長名  郵便番号 住           所  電話番号  ＦＡＸ 

905-0021 
904-0004 
904-0004 
900-0006 
900-0006 
901-0241 
901-0241 
906-0012 
907-0013 

名護市東江5丁目11番1号 2Ｆ
沖縄市中央2丁目28番1号 コリンザビル3Ｆ  
沖縄市中央2丁目28番1号 コリンザビル3Ｆ 
那覇市おもろまち1-1-2 新都心センタービル5Ｆ
那覇市おもろまち1-1-2 新都心センタービル5Ｆ
豊見城市字豊見城1138 2Ｆ 
豊見城市字豊見城1138 2Ｆ 
宮古島市平良字西里391 2Ｆ 
石垣市浜崎町2-2-5 ジブラルタ八重山ビル2Ｆ

0980-53-3045
098-934-7998
098-921-3820
098-866-5408
098-866-5408
098-850-0969
098-850-0969
0980-75-4717
0980-83-1635

 

各種お問い合わせは、ジブラルタ生命コールセンターまで
教職員専用フリーダイヤル 0120-37-9419

お届けしましたのは 支部 です。

受付時間 
平日8：30～20：00 
土曜9：00～17：00 
（日・祝を除く）  

　日教弘の奨学事業、教育研究助成事業、教育文化事業を中心とした各種事業は、共済事業（提携保険事
業）として、ジブラルタ生命保険（株）との提携に基づき皆様にご案内しております教弘保険（注）の契約者
配当金により運営されています。
〈教弘保険（注）の契約者配当金が財源となっている事業〉
　１．青少年の健全な育成に資するため、有益な学生・生徒に対する奨学事業
　２．教育一般の特に有益な研究に対する助成事業
　３．教育・文化の振興に対する事業
　４．教職員の皆様の潤いのある生活を目指した各種福祉事業
※ 詳しくは、日教弘ホームページ（http://www.nikkyoko.or.jp）をご覧ください。
　また、加入申込書にも「教弘保険に関する重要説明事項」として記載してあります。
   （注）教弘保険：集団契約特約付勤労保険が含まれる保険種類
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（毎朝、各部、生徒会専門部会が自主的に行内外の清掃に取り組む。）

豊見城中学校　取組内容：毎朝の生徒会、各部活動による清掃活動

奨学事業

教育研究

助成事業

教育文化

事業

福祉事業

共済事業

（提携保険事業）

各種事業の詳細につきましては、（財）日教弘沖縄支部までお問い合わせ下さい。

〒900-0014  那覇市松尾 1-7-12　TEL：098-867-1765　FAX：098-869-3544

公益財団法人 日本教育公務員弘済会沖縄支部の５大事業

公益財団法人 日本教育公務員弘済会
　公益財団法人 日本教育公務員弘済会（略称：日教弘）は、

都道府県を含む総称を「教弘」としていることから、アルファベ

ットの「K」がそのイニシャルです。

　「K」を中心とした楕円形は、日教弘本部・支部が一致団結し

て事業推進していることを象徴しています。左半円の８本の線は

日教弘の８ブロックを、全体のイメージは、将来への飛躍を展

望したものです。

沖縄県の教育振興のため 公益事業、教職員の福祉の充実へ


